
The Japanese Society of Fisheries Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Fisheries 　Soienoe

Nippon　Suisan　Gakkaishi67 （5），887−893（2001）

季節 ， サ イ ズ お よび生息深度に よるム ラ サ キ イガ イ 中

　　　　　　　有機塩素化合物蓄積濃度 の変動
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　PCBs や DDTs な ど の有 機 塩 素 化 合物 （OCs） に よ る

汚染は地 球規模 で 広 が り を み せ ，1）生 態系 を 構成 す る生

物 へ の 蓄積 や 影 響 が 懸念 さ れ て い る 。

2）
海洋は こ れ ら化

学物質 の た ま り場 と し て 機能 す る た め，3） そ の 汚染の 実

態 を理 解 す る こ とは，海洋環境を保全 す る上 で重要 で あ

る。

　海 洋汚染の 監視業務 で は，海水 中 の 有害物質の 濃度 を

測定 す る必 要 が あ る が，難溶 性 の OCs な どの 有害物質
は一

般に 水 中 濃度が 低い た め，そ の 化 学分析に は 高度の

技術が 必要 とさ れ る 。 また 水中の そ れ ら物質の 濃度 は 変

動 が 著 し く，海域 の 汚染を 代表 す る客観的な デー
タ を 得

る こ と も容 易で は ない 。した がって ，生 体 に 濃縮 さ れ る

有害物質 に つ い て は，生物 の体内濃度 を指標 と し た モ ニ

タ リ ン グ手 法 が 開発 さ れ，現 場 へ の 応 用 が試み ら れ て き

た。と くに沿岸域に お い て は，世 界の 海 に広 く分 布 し，
容易に 採取で き る イガ イ科の 二 枚 貝を 指標生 物 とした 海

洋汚染モ ニ タ リン グ，い わゆ る
“

マ ッ セ ル ウ オ ッ チ
”

が

提唱され
4〕成 果 を あ げ て い る。5

−7〕

　生 物 を利用 した モ ニ タ リン グ 法 を 現 場 に 適用 す る に

は，指 標生 物の 有害物 質 蓄 積特性 を 理 解 す る こ とが前提

とな る。一
般 に 魚介類の よ う に エ ラ を も つ 生物の 場合 ，

OCs の よ う な 脂溶性物質 の 体 内蓄積 は 生体内の 脂 肪含

量 に 依存 し，食 性 や 代 謝能力な ど に 起因す る 蓄積の 種間

差 は あ らわ れ に くい こ とが 知 られ て い る 。

8｝す な わ ち魚

介 類 の OCs 濃度 を 脂 肪 重 当た りに 換算 し た場 合 ，そ の

蓄積 レ ベ ル は 水の 汚染 を反 映 す る と考 え られ る。8） しか

し な が ら マ ッ セ ル ウ オ ッ チ に お い て，イ ガ イ類 の種差 が

OCs 蓄積濃度 に お よぼ す 影響 を 検討 し た 例 は み られ な
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い。そ の よ うな 中，著者 らは東京湾 に お け るム ラ サ キ イ

ガ イ Mytilas　galloProvincialisと ミ ド リ イガ イ P 翻 α 擁ル

disの OCs 蓄積特性 を比 較 す る た め ，2 ヶ 月 間 に お よ ぶ

移 植実験を行 っ た 。

9）そ の 結果，こ れ ら 2 種 の イ ガ イ間

で 脂肪重当た りの OCs の 蓄積特性 に 羌 は 見られ ず ，同

一
海 域 に お け る短期間の 汚染監 視で あれ ば ， 種 に こ だ わ

る こ とな くこ れ らを指標生物とし て 利用で き る こ とが示

唆 され た。9 〕 しか し な が ら こ の 移植実験で は，9〜10月

に お い て こ れ ら イ ガ イ類の 脂肪重 当 た り OCs 蓄積濃 度

の ヒ昇が み られ，季 節に よ る 残留濃度の 変動 が推察 さ れ

た 。9） こ の こ とは 脂肪重 当 た りの OCs 濃度 に 換 算 して

も，他 に OCs 濃度を 変動 させ る要 因 が あ る こ とを 示唆

して い る 。
こ の よ うな季 節 に よ る影響の 他 に，以 前 か ら

産 卵 や
10〕

サ イ ズの 差 11〕な ど が ，脂 肪 重当 た り の 濃度 に

換 算 して も OCs 濃度 を変動 さ せ る 要 因 と して あ げ られ

て い る。ま た 有 機ス ズ化合物の 場 合，イ ガ イ類 の 潮 間 帯

生息深度 に よ っ て そ の 蓄積濃度は 変化す る こ とが報 告 さ

れ て い るが，12
−14〕OCs に 関 して こ の よ うな 検討を 行 っ た

例 は み られ ない 。こ の よ うに 同海域の イガ イ類 で あ っ て

も サ ン プ リ ン グの 条 件 に よ っ て ，脂 肪 重 当た りの OCs

濃度 が 変動 す る 可能性 が示唆 され て い るが，そ の 情報 は

断片的で あ り，季節や サ イ ズ に よ る差，潮間帯生 息深 度

の 違 い な どに よ る変動 に 焦点 を絞 り，包括的 に 検討 した

例 は み られ な い。 二枚 貝 を用 い た海洋汚染監 視 の た め の

手 法 す な わ ち
“
マ ッ セ ル ウ オ ッ チ

”
を 高度 化，汎用化 す

る た め に は，こ れ らの 課 題を 検証 す る 必要 が ある。

　 そ こ で 本研 究 で は 東京湾の 自生 ム ラ サ キ イ ガ イ Myti−

lus　galloProvincialisを 用 い て，季 節変化が 脂肪重 当 た り

の OCs 蓄積濃度 に お よ ぼ す 影 響 を ，生 理 機能 が大 き く

変 動 す る産卵期 を含 む期間 を取 り上 げ 検 討 した。また ム

ラ サ キ イ ガ イの 個体 サ イズや 生息深度 が脂肪 重当た りの

OCs 蓄積濃 度 に 及 ぼ す 影響 に つ い て も調 査 し た 。そ れ

ら の OCs 濃度 の 測定結果 を も と に，ム ラサ キ イガ イ の

指標生 物 と して の 有効性 と限 界 に つ い て考察 し た 。

試料お よび方法

　試 料 の 採 取 　自生 の ム ラ サ キ イ ガ イ Mytilus　gal−

loProvincialisを，東京湾三 浦半島の 先端部に 位置す る三

崎漁 港 の 岸 壁 （城 ヶ 島） で 採 取 した （Fig．1）。こ れ ら

の ム ラ サ キ イ ガ イは，潮 間帯 の 生 息深度 に よっ て 上 部，

中 部，下部 に 分 け て 採 取 した （Fig．2）。 試料 は 全 て 大

潮の 十潮時に 採 取 し，潮間帯下 部 は そ の 時 点 で 水 面
．
ドに

没 して い る もの ，上 部は ム ラ サ キ イガ イの 分 布 ヒ限部 の

もの （水 面 か ら約 1m ），中部 は そ の 中 間 （水 面 か ら約

0．5m ）か ら採集 した 。 試 料 の 採取 は 1998 年 7 月，9 月，

11月，1999年 3 月 に実施 し，7 月は 上 中 下部 そ れ ぞ れ

か ら，9〜3 月 は 中部 か らの み 採集 し た （Table　1）。こ

れ らの ム ラサ キ イガ イは 各季節 ，深 度 ご と に 殻長 ， 軟組

Fig．1．　 Map 　showing 　the　sampling 　location　for　blue　mus −

　 selS．

　　　　Uppor 　Iimlt　o 奮

“t薗゚ n

Tho 　lowo3t
tld811eveI

Fig．2．　 Sampling 　sites （upper ，　middle 　and 　lower）of　blue

　 mussels 　in　relation 　tQ　the　tidal　height，

織重 量 を測 定 し，大型個体 （45mm 以 ヒ） と 小 型 個 体

（45mm 未満）に 分別 し，ま とめ て ホモ ジ ナ イズ した 。

試料 の詳細 を Table　2 に 示 す。

　分析法　分 析 法 は 既法
15）に 従 ・

） た 。 ま ず ホ モ ジ ナ イ

ズ し た ム ラ サ キ イガ イ の試料 を無水 硫酸 ナ ト リウ ム に よ

り脱 水 し，n
一

ヘ キ サ ン 1ジ エ チ ル エ
ー

テ ル 混合溶液 （1 ：

3） で ソ ッ ク ス レ
ーを用 い 脂肪を 抽出 した 。 次 に 粗 抽 出

液 中 の 脂質 を 除 去 す る た め ，フ ロ リ ジ ル 20g を 充填 し

た ガ ラ ス カ ラ ム に抽 出 液 を 添 加 し ，2〜3 時間窒素 ガ ス

N 工工
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を通過 させ 溶媒 を除去 した 。 そ の 後 ， 脂質 と と もに フ ロ

リジ ル に 吸着 した OCs を 20％ 含 水 ア セ トニ トリル で溶

出 させ ，n
一

ヘ キ サ ン と水 を 加 え た 分 液 ロ ート中 で n
一

ヘ

キサ ソ層 に転溶 させ た。さ らに挟雑物質 を取 り除 くため，

OCs を 含 む ヘ キ サ ン を 分取 して 濃縮 し，濃硫酸を加 え

て ク リ
ー

ン ア ッ プを行 っ た。そ の 後，活性化 させ た フ ロ

リ ジ ル で PCBs と有機塩 素系農薬 を 分画 した 。 溶 出 液

は ，電 子 捕獲型 検 出 器 付 ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ （GC −

ECD ） （Hewlett　Packard　i｛二5890　Series　l お よ び 6890

Series） に 注 入 し，ポ リ塩 化 ビ 7 エ ニ ル （PCBs ），DDT

とそ の 代謝 物 （DDTs ：p，p
’−DDT ，　p，p

’−DDE ，　p，p
’−DDD

の 合量値），ク ロ ル デ ン 化合物 （CHLs ： trans・chlordane ，

cis・chlordane ，　 trans−nonachlor ，　 cis−nonachlor ，　 oxychlor −

daneの 合量値），ヘ キ サ ク ロ ロ シ ク ロ ヘ キ サ ン （HCHs ：

α
一HCH ，　fi−HCH ，　y−HCH σ）合量 値），

ヘ キ サ ク ロ ロ ベ ン

ゼ ン （HCB ） を定 量 した 。 添 加 回 収 試 験 は コ
ー

ン 油 に

標 準 溶 液 を 添加 して
・
連の 操作 を 行 い ，そ の 回 収率 は

PCBs が 114 ± 3．3％，有機塩素系農薬 が 90．6± 8．6％ で

あ っ た （n − 4）。本研究 で は と記 n一ヘ キ サ ン 1ジ エ チ ル

エ
ー

テル 混 合粗抽 出液の
一

部 を オ
ーブ ン で 加 熱後，秤量

Table　L 　Sampling　seasons 　of　native 　blue　mussels 　collect ・

　 　 ed 　from 　Johgashima，　Tokyo 　Bay

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Seasons　in　1998−1999
Tidal
　 　 　 Siz♂
height

　 　 JUIy　 S，pt，mb ，，　 N 。v ，mb ，・ March

して試料中の 脂肪含量 を 求め た 。 分析結果は ， す べ て 脂

肪 重 当 りの 濃度 （ng ！gfatwt ） で表示 した 。

Upper

Middle

Lower

Large　 O
Small　 O
Large　 O
Small 　 O
Large 　 O
Small　 O

○

○

○

○

○

○

＊Large ≧45　mm ，　Sma11 ＜ 45　mm 　in　shemength ．

結果 お よ び考察

　汚染 の実態　化学分析 の 結果，城 ヶ 島で 採取 した 全て

の ム ラ サ キ イ ガ イ か ら OCs が 検出さ れ た。そ の 残留濃

度 は PCBs 》 DDTs ＝CHLs ＞ HCHs ＞ HCB の 順 で あ っ

た （Table　3）。ま た 検 出 さ れ た OCs の 濃度範 囲 は ，日

本 沿 岸の 魚介類 で報 告 さ れ て い る値 とほ ぼ 同程 度 で あ っ

た。16−19）こ れ らム ラサ キ イ ガ イが 上 記 の よ う な蓄 積 傾 向

を 示 す 原 因 と し て ，PCBs や DDTs ，　CHLs が 高 い 生 物

蓄積性 を もつ こ と，2e／ か つ て 日 本 な ど先 進工 業国で 多用

さ れ た PCBs が 今な お コ ン デ ソ サー
等電気機器 か ら環境

中 に 流出 し て い る こ と21：1 な ど が 考 え ら れ る 。

一
方 ，

HCHs や HCB の 濃度 は．検 出限 界 に 近 い 値で あ っ た。

HCHs と HCB の 分析精度は 低 い と考 え られ た た め，以

下 の 議論 で は考察の 対象 としな か っ た。

　季節に よる残留濃度の 変化　以 前報告 した移植実験で ，

OCs （PCBs ，　DDTs ，　CHLs ）の 蓄積濃度 （脂 肪 重 当 た り）

は ム ラ サ キ イガ イ，ミ ド リ イガ イ と も に 9 月 か ら 10 月

に か け て 上 昇す る傾向が み られ，何 らか の 生理 機能の 変

化 に よ り季 節的 に 変動 す る こ と が 示 唆 され た。9｝ま た 産

卵 に よ る OCs 濃度 の 変動 に つ い て は 未検討 で あ っ た。

そ こ で 本研 究 で は ，ム ラ サ キ イ ガ イの 産 卵 期 を 含 む

1998年 7月 か ら翌 年 3 月 に か け て ，潮 間 帯 中 部 か ら採

取 した もの を対象 に，OCs 残 留 濃 度 （脂 肪 重 当 た り）

の 季 節変動 を 調 査 した 。まず ，ム ラ サ キ イガ イの 生 理 変

化の 指標 と して，脂肋含量の 季節変動 に着 目 した。そ の

結果，ム ラ サ キ イ ガ イの 大型個体群 （≧ 45mm ） の 脂

肪含量 は ，1998年 7 月か ら 11月の 間 に お い て徐 々 に

1：昇 した が （最大 2．4％ ），
1999 年 3 月 で は 大 き く減少

した （1．5％）（Fig．3，A ）。目本 の 沿 岸 に分布す るム ラ サ

Table　2．　 Biometries　of　native 　blue　mussels 　collected 　from　Johgashima，　Tokyo 　Bay

Sampling 　date Tidal　height　　　 Size＊ Fat％ ノ＞　　　 Shell　length（mm ） Soft　tissue　weight （9）

July　1998

September 　1998

November　1998

March　1999

Upper

Middle

LQwer

Middle

Middle

Middle

LargeSmallLargeSmallLargeSmallLargeSmallLargeSmallLargeSmall922103304956122222222111 809898093870　

54421441225

50．5（47 ，1−55，7）
36．3（30，3−44．1）

56．1（46．2−71，3）
37．0（30．8−44，2）

58，2（46，5−77．7｝

31．8（19．2−44．9）

61．9（50，8−76．6）

40．5（32，0−45．3〕

51，2（45．7−62．7）
40．9（36．6−44．8）

54，2（47，0−66 ．8）
39．1（30．7−44．9）

3．6（2．1−5，7）
1．7（0．7−2，7）
4．8 （2，8−8，8）
1．6 （0，9−2．5）
5，6 （2，8−11．4）
1，1（0．2−2．7）
6．2（2．8−10．1）
2．0（1，2−3．0）
4．5（3，0−8．4）
2．4（1．4−3．4）
3，2（1，7−6．0）
1．3（0．7−2，5）

＊
正arge ≧45　mm ，　SmaU く 45　mm 　in　shell 　length　Figures　in　parentheses 　in　dicate　the 　range ．
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Tabie 　3，　 Concentrations　of　organochlorines （  ／g　fat　wt ）in　native 　blue　mussels 　collected 　from 　Johgashima，　Tokyo　Bay

Sampling　date Tidal　height　　　 Size＊ Fat％ PCBsDDTsCHLs

July　1998

September　1998

November 　1998

March 　1999

Upper

M 童ddle

Lower

Middle

Middle

Middle

LargeSmallLargeSmallLargeSmallLargeSmallLargeSmallLargeSmall922103304956122222222111

HCHs HCB

120014001300140013001300150013001300130011001100000000000000951102089701122222211122 000000000000405636303002232222222222 557344408417678779

，
9181

臥

19

，

く 1．62
．12
，82
、42
，82
．42
．1

　 1．7
＜ 1．9
＜ 1，9
く 1，9
〈 1．9

＊ Large ≧ 45 　mm ，　Smal1 く 45 　mm 　｛n　shelUength ，
DDTs ： sum 　of 　p，　p

「−DDT ，　p，　p
’−DDE 　and 　p，　p

「−DDD ．
CHLs ： sum 　of 　trans−chlordane ，　cis−chlordane ，　tran／s−nonachlor ，爵 一nonachlor 　and 　oxychl 〔｝rdane ．
HCHs ： sum 　of　rHCH ，β一HCH 　and 　 y

−HCH ．

キ イ ガ イ は ，一
般 に 10月 か ら 2 月 の 間 に 生 殖腺が発達

し ，1月 か ら 3 月 に か け て 産卵 す る こ と が 知 ら れ て い

る 。

22−23）
こ の こ とか ら大型個体群は，1998年 11月 ま で

生 殖腺 が 発達 した た め脂肪含量 が 増加し，1999 年 3 月

で は 産卵を 終了 して い る た め そ の 含量 が 低下 した もの と

考 え られ た。し か し 小 型 個 体 群 （＜ 45mm ） で は ， こ

の よ うな傾向 は み られ な か っ た （Fig．3．A ）。今 回 分 析

した 小型個体群 に は 未成熟個体 が 多 く含 ま れ て い た た

め，生殖腺 の 発達 や産 卵 に よ る脂肪含量 の 変化 が不 明瞭

に な っ た もの と思 わ れ る。よ っ て 脂 肪 含量 は，ム ラ サ キ

イガ イの産卵 に よ る生理 的変化の 指 標 とし て 利用 で き る

と 考え ら れ た。

　 次 に こ う し た ム ラサ キ イ ガ イ中 の 脂 肪 含量 の 変 動 が，

脂 肪 重 当 た りの OCs 蓄積濃度 に 与 え る 影響 に つ い て 検

討 し た 。そ の 結 果 ，産 卵 期 を 含 む 1998 年 11月 か ら

1999 年 3 月 の 大 型 個体群 の 脂肪重当た りの OCs 濃度変

化 に 着 目す る と，PCBs と CHLs の 濃度 は脂肪含量の 減

少 と と も に 低 減 した が，DDTs の 濃 度 は 上 昇 して い た

（Fig．3．　B ，　C，　D ）。こ うした OCs の 変動パ ター
ン は，ム

ラ サ キ イガ イの 大型 ， 小型個体群で 有意な 差は な か っ た

（p＞ O．05，　Wilcoxson　signed −ranks 　test）。
　 Lee　et　al．10｝に

よ る と，バ ル ト海 の ム ラ サ キ イガ イ MytilUS　edulis は産

卵期で あ る 3 月〜5 月 に脂肪含量 が増加 す る た め，希釈

さ れ て 体内の 脂肪重当た りの PCB 濃度 が低下 す る こ と

を 報告 して い る。本 研究 で み ら れ た OCs 蓄積濃 度 の 変

化 が産卵な どの 生理 的要 因 に よ る と仮定 す れ ば，物理 化

学的特性 の 類似 して い る こ れ ら OCs は 24−261
同様 の 変動

を示 す こ とが考 え ら れ る。しか しな が ら本研 究 で は，産

卵 期 で あ る 11 月〜3 月 の 間の OCs 濃度の 変動 に そ の よ

う な傾 向 はみ られ ず，物 質 ご とに 異 な る 濃度変動 を 示 し

た （Fig．3．B，　C，　D ）。よ っ て ム ラ サ キ イ ガ イの 脂肪重当

た りの OCs 蓄積濃度は，産卵など生理 機能 の 変化 が も

た らす季 節的 な影響 を ほ とん ど受 け て い ない と考 え られ

た。本 研 究 で は 環境 水 中 の OCs 濃度を 測定 して い ない

た め 直接 ム ラ サ キ イ ガ イ 中濃度 と比 較す る こ とは で きな

い が，もしそ の 蓄積 に季節変動 が み られ る とす れ ば，そ

れ は ム ラ サ キ イガ イの 生理的な 変化 よ りむ しろ 海水 中 の

OCs 濃度 を反映 した と解釈され る。

　 以 上 ，本 研 究 と前報告
9〕

の 結果 を ま と め て 考 察 す る

と，ム ラ サ キ イガ イ に お け る OCs 蓄積の 季節変動 に 生

理 学 的 ，生 態学 的 な要 因 が 関 与 す る可 能 性 は 小 さ く，む

し ろ 海水 の 汚 染状況 を数 週 間 単 位 で 体 内 に 反 映 す る こ

と
9〕が，濃度変動の 主 な 要 因 に な る と推察さ れ た 。

　個体サ イズ に よ る 残留濃度の 変化　全 て の 地 点 の 大 型

個 体群 （≧ 45mm ） と小型個体群 （〈 45　mm ） を 対 象

に，ム ラ サ キ イガ イの 個体サ イズ の 差が脂肪重当た りの

OCs 残留濃度 に及 ぼ す影響 を検討 した。　Table　4 に，大

型個体群に 対 す る小 型 個 体群 の 脂肪重当た りの 濃度比を

示した。全て の物質で，い ず れ の季 節 ，生 息深度 に お い

て も個体 サ イ ズ に よ る OCs 蓄積濃度 に 有意 な 差 は み ら

れ な か っ た （p ＞ 0．05，　Wilcoxson　signed −ranks 　test）。一・

部，潮間帯上 部 に お い て 小型個体群 が 高濃度 を 示 した

が ，統計 的 に 有意 な 差 で は な か っ た 。ま た DDTs と

CHLs の 組 成 に お い て も，サ イ ズ に よ る 明 らか な違 い は

認 め られ な か っ た （Fig．4）。　 Ferreira　and 　Valell）は ，

ア サ リ の 小 型 個 体 （＜ 25mm ） は 大 型 個 体 （＞ 35　mm ）

よ り高 濃度 の PCBs 蓄 積 （脂肪重 当た り）が み ら れ た こ

と を報告 して い る 。 し か しな が ら，本研究 の ム ラ サ キ イ

ガ イ で は そ の よ うな傾 向 は認 め られ な か った 。 こ れ らの

結果 よ り，ム ラ サ キ イガ イを指標生 物 と して用 い た汚染

調 査 で は，殻長 30mm 〜80　mm 程度で あ れ ば サ イズ に

関 わ りな く多様 な 個 体 を用 い た 調査が 口∫能 で あ る と考 え
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Fig 。3．　 Seasonal　variation 　of 　organochlorine 　concentrations 　and 　fat　contents 　in　blue　mussels 　collected 　from　the　middle 　of 　tidal

　 height．

Table　4，　Ratios　of　organochlerine 　concentrations 　and 　fat

　 COntentS 　in　Small 　tO　large　SiZe 　mUSSelS

Sampling
　 date

Tidalheight
Ratio （sma 皇111arge＊）

Fat ％　PCBs 　 DDTs 　 CHLs

July，1998

September，1998
November ，1998
March ，1999

Upper　 1．16　　1．17　　1．32　　1．25
Middle　 O，95　 1，08　 1．00　 1．04
Lower　 ユ．15　　 1．00　　 1．10　　 1，13
Middle 　 O．87　 0．87　 0．90　 0，87
Middle 　 O．79　 1．00　 0．89　 0，87
Middle　 1．07　 1．00　 1．05　 1，10

＊Large ≧45　mm ，　Srnall〈45　mm 　in　shell　length．

られ た 。

　生 息 深 度 に よ る 残 留 濃 度 の 変化　1998 年 の 7 月 に 潮

間 帯 上 部，中 部，下 部 で 採取 した ム ラサ キ イ ガ イ を 対象

に ，潮間帯の 生息深度 の 違 い が 脂肪重当た りの OCs 蓄

積濃 度 に 及 ぼ す影 響 に つ い て 検討 した 。
Table　5 に ，潮

間 帯 中部 を基 準 に した そ れ ぞ れ の 深 度 に お け る脂 肪 重 当

た りの濃度 比 を示 した 。そ の 結 果 ，深 度 に よ る OCs 濃

度 に 有意 な 差は み られ な か っ た （p ＞ O．05
，

Wilcoxson

signed −ranks 　 test）。また DDTs と CHLs の組成 に お い

て も ， 深度 に よ る 差 は 認 め られ な か っ た （Fig．4）。

Batley　and 　Scammelli2〕は，潮間帯の ム ラ サ キ イガ イや

カ キ は，潮下 帯 の も の よ り有機 ス ズ化 合物 （TBT ）濃

度が高い こ とを報告 して い る。そ の要因 として 脂溶性の

高 い TBT は表層 マ イ ク ロ レ イ ヤ
ー

に 高濃度 で 蓄積 し て

お り，潮間帯 の ム ラ サ キ イガ イは 潮下 帯の もの と比 べ ，

表層 マ イ ク ロ レ イヤ
ー

に 触れ る機会 が多 い こ とをあ げ て

い る。し か し なが ら，本研究の ム ラ サ キ イガイ中 OCs

濃度 （脂肪重当た り） に ，は そ の よ うな 傾向は み ら れ な

か っ た。本研究の 結果 は，生 息深度 に 関 わ らず ム ラ サ キ

イガ イ を採 取 し，汚 染監 視 に 利 用 で きる こ とを示 して お
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Fig．4　Variation　of 　organochlorine 　compositions 　in　differ−

　 ent 　 size　 and 　tidal　height　of 　blue　 mussels 　 collected 　in
　 July，1998．

Table 　5．　 Ratios　of 　erganochlorine 　concentratiQns 　and 　fat

　 cQntents 　in　blue　mussels 　collected 　from　di旋 rent 　tidal

　 height　in　July，1998

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ratio （upper 　or 　lower／mlddle ）
Tidal　height　　Size＊

　　　　　　
一
　　　　　　　　　

一一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fat ％ 　　PCBs 　 DDTs 　 CHLs

イズや，生息深度に よ る変化 もみ ら れなか っ た。よ っ て

ム ラ サ キ イガ イは 脂肪重当た りの OCs 濃度に 換 算 す る

こ とで ，汚染監 視の た め の 生物指標 と して，季 節 に関わ

りな く，殻長 30mm 〜80　mm 程 度 で あ れ ば，潮 間 帯上

部か ら下 部の どの 生息深度の もの で も利 用 で きる と結論

され た 。

　以 卜，本研究 お よ び 以 前の 報告
9〕

を ま と め る と，イ ガ

イ類 体内の OCs は数週間程度 の 短 期間で 海水 中 OCs と

平 衡 濃 度 に 達 す るた め，突 発 的 な 海 水 汚染 の 変 動 を速 や

か に体 内 濃 度 に反 映 す る もの と考 え ら れ る。9〕 よって イ

ガ イを 生 物指 標 と して 海洋に お け る長期 OCs 汚 染 を監

視 した い 場 合，多数回 の サ ン プ リ ン グ は 避 け ら れ な い 。
一

方，短期間の 海洋汚染を 監視す る場 合，本種 は成長や

牛 息深度 に よ っ て OCs の 汚染 レ ベ ル が ほ とん ど変動 し

な い た め，有用な 指標生 物 と して 活用で きる 。
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Lower

Large　　　O，86
Small　 　 1．05
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